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The Shin-Nobi-ohashi Bridge has opened.
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「通勤の渋滞が和らいだ」「買い物やお出掛けがしやすくなった」
そんな変化が、これから少しずつ広がっていきそうです。
羽島市と一宮市を結ぶ新たな橋・新濃尾大橋が開通しました。
毎日の移動に “ ゆとり ” をもたらし、災害時には地域を守る役割も果たすこの橋は、
市民の皆さんの日常を、もっと便利で安心なものにしてくれそうです。  
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木
曽
川
に
新
た
に
架
か
る
新
濃
尾
大
橋

は
、
羽
島
市
と
愛
知
県
を
結
ぶ
５
本
目
の

橋
で
す
（
残
り
の
４
本
は
北
か
ら
尾
濃
大

橋
、
濃
尾
大
橋
、
木
曽
川
橋
（
名
神
高
速

道
路
）、
馬
飼
大
橋
）。
全
長
は
約
７
6
０

ｍ
で
、
ア
ク
セ
ス
道
路
を
含
め
る
と
全
体

で
約
１
・
6
㎞
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
県
道
１
３
５
号
羽
島
稲
沢
線
の
一
部
と

し
て
整
備
さ
れ
、
２
０
１
２
年
の
着
工
か

ら
13
年
。
こ
れ
ま
で
に
岐
阜
県
側
・
愛
知

県
側
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
順
次
開
通
し

て
い
ま
し
た
が
、
橋
梁り

ょ
う

部
分
も
完
成
し
、

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
全
線
開
通
が
５
月
24

日
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
新
濃
尾
大
橋
の
役
割
は
、単
な
る
「
橋
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
橋
は
、
濃
尾
大
橋
と
馬
飼
大
橋
の

ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
両
橋
の
距
離
約
８
㎞
を
補
完
す
る
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
遠
回
り
だ
っ
た

一
宮
市
と
の
行
き
来
が
、
一
層
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
通
勤
や
通
学
、
物
流
な
ど
、

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
こ
と
で
、
渋
滞
緩
和
に
も
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
濃
尾
大
橋
は
、
防
災
の
面
で
も
重
要

な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
こ
の
橋
を
含
む
県
道
１
３
５
号
は
、「
第

2
次
緊
急
輸
送
道
路
」
に
指
定
さ
れ
る
予

定
で
、
災
害
時
に
は
避
難
や
救
助
、
物
資

輸
送
の
重
要
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
上
流
に
あ
る
濃
尾
大
橋
は
開
通

か
ら
約
70
年
が
経
過
し
て
お
り
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
濃
尾
大
橋
は
、
こ
う
し
た
老
朽
橋
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
も
担
う
大
切
な
イ
ン

フ
ラ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
監
理
課
（
内
線

２
１
１
４
）

ぐ
っ
と
身
近
に
、

　
　

一
宮
と
羽
島

５
月
24
日
に
開
通

　
　

記
念
式
典
も
挙
行

災
害
発
生
時
も
、

　

地
域
を
支
え
る
橋
に
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新濃尾大橋架橋
促進協議会　発足都市計画変更下部工着工

測量着手

用地買収着手下部工
全 10 基 完成

上部工架設 完了

完成
供用開始

開
通
ま
で
の経

緯

下中町に瑠璃色の橋

新濃尾大橋新濃尾大橋

新濃尾大橋の位置図
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委
員
の
皆
さ
ん

令
和
７
年
度

※
自
治
会
へ
の
加
入
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
委
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

自
治
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

１
年
間
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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地
域
の
発
展
に
貢
献

地
域
の
発
展
に
貢
献

県
各
界
功
労
者
表
彰
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新
聞
に
「
ニ
ュ
ー
ス
砂
漠
が
も
た
ら
す

も
の
」
と
の
特
集
が
あ
っ
た
。
米
国
で
地

域
発
の
ニ
ュ
ー
ス
が
減
る
傾
向
と
い
う
。

新
聞
経
営
が
厳
し
く
日
本
で
も
支
局
閉
鎖

や
記
者
が
減
っ
て
い
る
▼
筆
者
の
新
人
時

代
は
半
世
紀
前
。「
記
事
は
足
で
書
け
」

と
言
わ
れ
た
。
管
轄
地
域
に
取
材
の〝
網
〟

を
張
り
、役
所
な
ど
の
広
報
（
発
表
ネ
タ
）

が
な
く
て
も
毎
日
、
記
事
を
書
い
た
。
管

轄
の
警
察
や
役
所
に
毎
日
顔
を
出
す
〝
定

点
観
測
〟
は
日
課
▼
今
は
、
そ
ん
な
時
代

で
は
な
さ
そ
う
。
ネ
ッ
ト
や
イ
ン
ス
タ
で

役
所
も
個
人
も
情
報
を
発
信
す
る
。
そ
こ

に
も
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
地
域

ニ
ュ
ー
ス
は
①
地
域
の
人
に
必
要
な
情
報

②
地
域
へ
問
題
提
起
③
裏
打
ち
さ
れ
た
事

実
‒
と
い
う
要
素
を
満
た
し
て
ほ
し
い
▼

『
実
は
ね
…
、』
と
本
当
の
こ
と
を
さ
さ
や

い
て
く
れ
る
人
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。︿

信
頼
﹀
あ
っ
て
見
え
て
く
る
事
実
。
地
べ

た
回
り
は
愚
直
で
時
代
に
合
わ
ぬ
か
も
し

れ
ぬ
が
、
手
間
暇
か
け
て
掘
り
起
こ
し
た

ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
残
り
人
を
つ
な
ぐ
。

古
い
考
え
だ
ろ
う
か
？

水 紋
地域にニュース砂漠を

感じますか？

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

　
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
は
、
県
民
の

誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
行
政
、

文
化
・
芸
術
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

　
今
年
度
は
、
県
内
で
81
人
と
９
団
体
が

受
賞
さ
れ
、
５
月
15
日
に
県
庁
で
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
羽
島
市
か
ら
は
「
市
町
村
行
政
」、「
社

会
福
祉
」、「
健
康
衛
生
」
の
分
野
か
ら
、

次
の
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
町
村
行
政

堀
隆
和
さ
ん
（
市
議
会
議
員
）

社
会
福
祉

不
破
祥
公
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委
員
）

健
康
衛
生

小
川
徹
さ
ん
（
学
校
薬
剤
師
）

不破 祥公 さん
（正木町）

堀 隆和 さん
（小熊町）

小川 徹 さん
（江吉良町）

市議会新役員決まる

5 月 13日に市議会臨時会が開催され、議長に後
藤國弘さん、副議長に安井智子さん、議会選出の
監査委員に南谷清司さんが選ばれました。
各委員会のメンバーは、次の皆さんです。
総務委員会
委員長＝豊島保夫　副委員長＝佐藤健
委員＝南谷清司、原一郎、藤川貴雄、近藤伸二
民生文教委員会
委員長＝後藤徹　副委員長＝粟津明
委員＝野口佳宏、後藤國弘、南谷佳寛、花村隆
産業建設委員会
委員長＝川柳雅裕　副委員長＝河﨑周平
委員＝安藤誠、安井智子、堀隆和、山田紘治
議会運営委員会
委員長＝南谷佳寛　副委員長＝野口佳宏
委員＝河﨑周平、安藤誠、後藤徹、豊島保夫
広報広聴委員会
委員長＝花村隆　副委員長＝佐藤健
委員＝河﨑周平、豊島保夫、南谷佳寛、山田紘治
議会改革特別委員会
委員長＝安藤誠　副委員長＝粟津明
委員＝原一郎、野口佳宏、堀隆和、藤川貴雄
予算決算特別委員会
委員長＝藤川貴雄　副委員長＝原一郎
委員＝全議員
議員定数・報酬等検討特別委員会
委員長＝後藤國弘　副委員長＝安井智子
委員＝全議員	 	 	 	 （敬称略）

 監査委員
南谷 清司さん

 議 長
後藤 國弘さん

 副 議 長
安井 智子さん



地域役員の顔ぶれ　　
令和 7 年度

相　談
行政相談委員

氏　名 住　所
岩　佐　達　男 福 寿 町 浅 平
道　家　保　義 竹 鼻 町 狐 穴
平　松　伸　子 上 中 町 一 色

人権擁護委員
氏　名 住　所

野　田　陽　子 足近町 6 丁目
南　谷　東　子 小熊町２丁目
渡　壁　由　香 正 木 町 新 井
入　山　　　一 竹 鼻 町 蜂 尻
小　林　　　眞 福 寿 町 本 郷
岩　田　博　文 江 吉 良 町
浅　野　治　夫 堀 津 町
東　松　佳　代 上 中 町 沖
加　藤　直　子 下中町加賀野井
炭　𥧄　　　豊 桑 原 町 八 神

心配ごと相談員
氏　名 住　所

水　谷　政　明 正 木 町 須 賀
大　野　仁　作 竹 鼻 町 狐 穴
浅　井　廣　志 堀津町中屋敷
山　川　髙　由 桑 原 町 東 方

令和7年度の各役員を紹介します。
皆さんにはそれぞれの分野において、
お力添えをいただくことになります
が、よろしくお願いします。

農　業
農事改良組合会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 岩　田　　　悟 南之川
小　熊 大　橋　勝　好 西小熊
正　木 栗　本　洋　幸 南　及
竹　鼻 伊　藤　浩　司 竹鼻町
福　寿 飯　田　康　彦 本　郷
江吉良 瀨　古　和　夫 出須賀
堀　津 佐　合　格次郎 東　山
上　中 林　　　和　郎 沖
下　中 後　藤　幸　照 加賀野井
桑　原 森　川　貞　秋 大　須

保　健
母子保健推進員

地　区 氏　名 住　所
足　近 老　田　喜代美 南　宿

箕　浦　智　美 南　宿
黒　田　弘　美 小荒井

小　熊 近　藤　智　美 東小熊
栗　山　美奈子 天　王
堀　　　由紀子 島

正　木 豊　島　裕　香 須　賀
加　藤　由　実 森
平　岩　喜美子 大　浦
春　日　　　寿 新　井
森　　　敬　子 新　井

竹　鼻 江　崎　みな子 今　町
山　田　小百合 下鍋屋町
浅　井　恭　子 狐穴渡瀬
二　村　栄　子 北海戸
小　林　幸　代 蜂　尻

福　寿 渡　邉　直　子 間　島
福　岡　百　枝 平　方
桐　山　千　郁 浅　平
大　西　美代子 平　方

江吉良
・舟橋

服　部　啓　子 出来町
淺　野　和　枝 堤
坂井田　眞友美 江　中
長　屋　京　子 宮　北

堀津町 藤　木　美保子 須賀中
藤　田　とみ子 須賀北

上中町 武　井　ひとみ 長　間
淺　井　恵美子 沖

下中町 髙　橋　菊　代 石　田
桑原町 山　北　里　美 八　神

交通安全
岐阜羽島地区交通安全協会支部長
地　区 氏　名 住　所
足　近 服　部　春　彦 元　町
小　熊 安　藤　　　仁 外粟野
正　木 小　川　真由美 曲　利
竹　鼻 柴　田　勝　雄 狐　穴
福　寿 田　中　良　三 間　島
江吉良 林　　　幸　伸 江吉良町
堀　津 嵯峨崎　守　康 新　田
上　中 安　田　孝　司 長　間
下　中 小　川　義　明 城屋敷
桑　原 並　河　勘　市 八　神

消　防
消防団本部

職　名 氏　名 住　所
団　長 大　橋　秀　明 竹鼻町
副団長 伊　藤　裕　之 堀津町
副団長 杉　本　　　保 大垣市
副団長 棚　橋　重　治 上中町
副団長 橋　本　昌　司 下中町
分団長 大　野　　　篤 小熊町
分団長 久　江　利　明 江吉良町
分団長 岡　田　和　浩 竹鼻町
分団長 番　　　英　雄 堀津町
分団長 磯　部　圭　司 正木町

消防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 尾　畑　利　生 小荒井
小　熊 川　﨑　雅　生 島
正　木 小　濱　純　一 大　浦
竹鼻 1 馬　場　俊　二 福寿町間島

竹鼻 2 藤　本　喜　文 蜂　尻
福　寿 大　野　富　生 平　方
江吉良 縄　田　孝　幸 江吉良町
堀　津 浅　野　隆　博 堀津町
上　中 大　槻　　　充 長　間
下　中 山　田　正　義 加賀野井
桑　原 伊　藤　　　晃 八　神

水　防　団
水防団

職　名 氏　名 住　所
団　長 長　縄　英　一 堀津町
副団長 加治佐　　　浩 駒　塚
副団長 𫝆井田　　　敦 須賀赤松

水防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 武　山　　　武 直　道
小　熊 南　谷　好　春 西小熊
正　木 𠮷　田　秀　治 曲　利
竹　鼻 𫝆　井　　　毅 駒　塚
福　寿 不　破　信　雄 平　方
江吉良 桑　山　雄　大 江　西
堀　津 西　脇　仁　志 堀津町
上　中 小　池　　　修 一　色
下　中 武　田　和　彦 加賀野井
桑　原 奥　田　忠　男 小　薮

スポーツ
スポーツ推進委員

地　区 氏　名 住　所
足　近 近　藤　敏　明 南　宿

野　田　知　弘 北　宿
水　谷　直　美 南　宿

小　熊 山　田　紀　武 2丁目
浅　野　義　博 天　王
大　橋　真　美 西小熊

正　木 安　田　隆　司 大　浦
山木田　昌　彦 曲　利
鬼　束　　　僚 新　井
花　村　恭　光 大浦新田
豊　𠮷　真美子 大浦新田
丹　羽　麻　未 曲　利

竹　鼻 小　森　博　昭 新　町
辻　田　千代治 狐　穴
田　内　眞　弓 狐　穴
加　藤　茂　夫 飯　柄
古　川　久　恵 狐　穴
森　　　健　志 飯　柄

福　寿 伊　藤　嘉　保 平　方
淺　井　   　純 本　郷
細　野　倫　子 本　郷

江吉良 堀　田　　　猛 宮　北
・舟橋 入　山　光　成 本村南

𠮷　川　ひろみ 4丁目
堀　津　淺　井　英　雄 本　田

番　　　英　雄 須賀南
笹　野　美　樹 本　田

上　中 福　田　正　明 長　間
岩　田　幸　弘 午　北
佐　野　尚　美 沖

下　中 神　戸　善　規 加賀野井
渡　邉　英　雄 城屋敷
𠮷　村　麻由美 石　田

桑　原 石　田　寛　一 午　南
奥　田　忠　男 小　薮
浅　野　美　保 前　野
体育振興会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 伊佐次　紀　昭 ６丁目
小　熊 南　谷　義　司 東小熊
正　木 佐　溝　勝　樹 三ツ柳
竹　鼻 小　森　博　昭 新　町
福　寿 淺　井　　　純 本　郷
江吉良・舟橋 深　貝　輝　明 江　西
堀　津 橋　本　博　康 新　田
長　間 福　田　正　明 長　間
はしま南部
スポーツ村 渡　邉　　　修 下　中
桑　原 加　納　栄　斗 小　薮

コミュニティセンター
コミュニティセンター協議会長
コミセン 氏　名 住　所
足　近 武　山　和　明 直　道
小　熊 大　橋　利　正 西小熊
正　木 西　川　雅　彦 坂　丸
竹　鼻 中　畑　　　弘 丸の内
竹鼻南 後　藤　昌　美 飯　柄
福　寿 後　藤　栄　治 間　島
江吉良 渡　辺　興一郎 江吉良町

堀　津 橋　本　雅　康 堀津町
上　中 水　谷　重　夫 一　色
下　中 田　内　重　三　石　田
桑　原 奥　田　時　雄 小　薮

コミュニティセンター館長
コミセン 氏　名 住　所
足　近 名　和　泰　典 1丁目
小　熊 大　橋　芳　明 西小熊
正　木 小　塚　秀　隆 不破一色

竹　鼻 牧　野　貞　臣 竹鼻町
竹鼻南 入　山　弘　幸 蜂　尻
福　寿 淺　井　康　行 浅　平
江吉良 坂井田　泰　二 江吉良町

堀　津 鈴　木　登司雄 堀津町
上　中 渡　邉　　　修 沖
下　中 後　藤　哲　生 加賀野井

桑　原 青　山　昌　平 八　神

教　育
子ども会校区育成会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 山　田　香　文 4丁目
小　熊 大　野　千　聖 外粟野
正　木 柴　田　理　恵 上大浦
竹　鼻 伊　藤　加　奈 間　島
中　央 戸　梶　往　紀 江吉良町
福　寿 近　藤　直　美 本　郷
堀　津 加　藤　淳　子 須賀北
中　島 北　川　京　子 下中町
桑　原 炭　竈　　　望 八　神

単位 PTA会長
学校名 氏　名 住　所
足近小 山　田　浩　稔 小荒井
小熊小 南　谷　英　彦 東小熊
正木小 大　鹿　貴　也 森
竹鼻小 葛　谷　章　子 曲　利
中央小 淺　野　　　覚 狐　穴
福寿小 杉　山　裕　亮 本　郷
堀津小 清　水　裕　美 須賀南
中島小 平　　　　　智 城屋敷
羽島中 石　原　達　也 天　王
竹鼻中 石　橋　信　弘 丸の内
中央中 中　山　ゆりえ 江吉良町
中島中 後　藤　昌　代 前　谷
桑原学園 森　　　博　文 小　薮

青少年育成推進指導員
氏　名 住　所

花　村　重　男　正 木 町 曲 利

青少年育成推進員
地　区 氏　名 住　所
足　近 河　合　秀　樹 ６丁目

中　村　み　か ４丁目
小　熊 川　瀬　裕　史 ４丁目

岩　田　清　顕 ３丁目
正　木 栗　本　善　彦 南　及

大　野　高　弘 光法寺
河　尻　知　己 上大浦
今井田　一　志 坂　丸

竹　鼻 大　野　一　明 大西２
後　藤　隆　博 下　鍋

竹鼻南 長　谷　　　晃 飯　柄
奥　村　英　二 蜂　尻

福　寿 松　野　正　治 本　郷
村　澤　綾　子 浅　平

江吉良 鴨　野　　　仁 新　道
・舟橋 早矢仕　治佐子 宮　北
堀　津 兼　丸　由香利 本　田

宗　石　典　大 須賀北
上　中 水　野　清　次 長　間

小　川　淳　子 午　北
下　中 浅　野　喜代子 市之枝

石　原　成　光 城屋敷
桑　原 棚　橋　　　正 東　方

田　中　竜　次 東　方
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青少年育成市民会議は青少年の健全な
育成を図る活動をしています。
市内 11地区では青少年育成推進員・
育成員が地域と協力し、青色防犯パト
ロールや町民運動会、夏祭りなど子ど
もが活躍できる場や安心して過ごせる
環境をつくっています。

わたしの主張大会兼
青少年健全育成大会

中学生が未来への希望や提案など、自
分の思いを発表します。
日時　6月14日(土)午後1時30分～
場所　不二羽島文化センター
※どなたでも観覧できます。
問い合わせ先 生涯学習課（内線6134）

育成育成

青少年育成市民会議青少年育成市民会議

健全健全

公文書公開請求 108件
透明性の高い行政運営を推進
市では、情報公開・個人情報保護制度を適切に
運用することにより、市民と行政が情報を共有
できる透明性の高い行政運営を推進し、市政に
対する信頼を高めるよう努めています。
令和 6年度の情報公開制度、保有個人情報の開
示の請求等の運用状況は、右表のとおりです。
情報公開制度
市が保有する情報（公文書）を、情報公開請求
という手続きで公開を求めることができます。
ただし、個人情報をはじめ、法令により公開が
制限されている情報は公開できません。
個人情報保護制度
市が保有する個人に関する情報を適正・安全に
管理し、目的以外の利用や外部への提供を制限
することで個人情報の保護を図る制度です。
問い合わせ先　総務課（内線 2354）

実施機関

市長部局

議
会

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

計
総
務
部

企
画
部

市
民
協
働
部

市
民
部

生
活
環
境
部

健
幸
福
祉
部

建
設
部

上
下
水
道
部

病
院

消
防

請求件数 37 1 3 2 2 3 21 19 2 8 3 6 1 108
　公開 21 2 2 1 3 20 13 1 1 1 2 67
　部分公開 12 1 1 1 1 6 1 4 4 1 32
　非公開 0
　不存在 4 3 2 9

①公文書公開の請求件数と決定状況

実施機関

市長部局

計
総
務
部

市
民
部

健
幸
福
祉
部

建
設
部

上
下
水
道
部

病
院

請求件数 2 2 4 1 3 2 14

　全部開示 2 4 1 1 2 10

　部分開示 1 2 3

　不開示 1 1

②個人情報開示の請求件数と決定状況 請求された
主な文書

①公文書公開請求
工事設計書など
※公文書公開不服申立
8件
②個人情報開示請求
宅内配管図など
※個人情報開示不服申
立は「該当なし」

　
５
月
11
日
、
桑
原
町
の
国
営
木

曽
三
川
公
園
桜
堤
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

で
水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
水
防
に
従
事
さ
れ

た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

昨
年
度
の
表
彰
対
象
者

水
防
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

不
破
信
雄
（
福
寿
）

水
防
功
労
者
中
部
地
方
整
備
局
長

表
彰

野
田
知
弘（
足
近
）𠮷
田
秀
治（
正

木
）
不
破
信
雄
（
福
寿
）
小
池
基

司
（
江
吉
良
）
鈴
木
勇
（
下
中
）

横
井
誠
、
奥
田
忠
男
、
嘉
手
納
知

史
（
桑
原
）

岐
阜
県
水
防
表
彰
特
別
功
労
賞

横
井
誠
（
桑
原
）

岐
阜
県
水
防
表
彰
紫
功
労
賞

武
山
節
文
（
足
近
）

岐
阜
県
水
防
表
彰
紅
功
労
賞

尾
関
優
、花
村
哲
、清
水
猛
行
（
正

木
）
河
田
好
、
森
映
二
（
竹
鼻
）

不
破
邦
晴
（
上
中
）

退
職
水
防
団
員
等
報
償
国
土
交
通

大
臣

古
澤
善
一（
正
木
）飯
田
裕
康（
福

寿
）
後
藤
正
彦
（
下
中
）

今
年
度
の
表
彰
対
象
者

市
政
功
労
者
表
彰
（
勤
続
15
年
）

髙
橋
博
幸
（
足
近
）
藤
田
祐
輝
、

脇
田
昌
宏
（
竹
鼻
）
筧
祐
次
（
福

寿
）
安
田
昌
平
（
上
中
）
小
池
政

已
（
下
中
）
久
米
永
造
、
久
米
文

浩
（
桑
原
）

市
長
功
績
表
彰
（
勤
続
８
年
）

山
田
貴
久（
足
近
）南
谷
岳
志（
小

熊
）
小
中
恒
志
、
後
藤
真
延
（
竹

鼻
）
若
園
博
文
、山
本
司
（
福
寿
）

永
田
匡
隆
、山
本
貴
晴
（
江
吉
良
）

渡
邉
高
人
（
堀
津
）
宇
佐
美
賢
治

（
桑
原
）

団
長
表
彰
（
勤
続
３
年
）

清
水
国
光
（
足
近
）
新
頭
篤
、
谷

真
孝
（
正
木
）
近
藤
祐
太
、
山
田

啓
史
（
竹
鼻
）
堀
江
哲
司
、
坂
茂

知
、辻
健
二
（
福
寿
）
永
冶
和
幸
、

奥
田
昌
興
、
坂
井
田
泰
二
、
青
柳

達
正
（
江
吉
良
）
淺
野
隆
俊
（
堀

津
）
加
藤
敬
三
、
河
野
勝
敏
、
花

木
裕
治
（
上
中
）
渡
邉
英
雄
、
竹

市
知
弘
、
田
内
信
充
、
夏
原
浩
一

（
下
中
）
飯
田
勝
三
、
伊
藤
秀
則
、

𠮷
村
友
明
（
桑
原
）

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
監
理
課

（
内
線
２
１
１
６
）

水
防
団
員
61
人
を
表
彰

水
害
に
備
え
活
動

ID
6384

ID
1418

ID
1656

　

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
者
を
必
要
と
す
る
団
体

に
、指
導
者
を
紹
介
す
る
制
度
（
登
録
制
）

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
登
録
し
、
市
内
で
活
動
で

き
る
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
で
き
る
人

�　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
18

歳
以
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
や
指
導
経
験
が
あ
る
人

指
導
先
（
紹
介
さ
れ
る
団
体
な
ど
）

　
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
市

内
の
小・中・義
務
教
育
学
校
、高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
大
学
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
社
会
教
育
関
係
団

体
、
社
会
福
祉
法
人
等

登
録
方
法

　

申
請
書
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
に
提
出

（
資
格
を
持
つ
人
は
、
資
格
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
（
内
線
６
１
３
８
）

　
暑
い
季
節
に
な
る
と
、
細
菌
性
食
中
毒

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
品
の
取

り
扱
い
に
は
、
い
つ
も
以
上
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な

る
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
つ
け
な
い
（
清
潔
・
洗
浄
）

・�

料
理
の
前
や
食
事
の
前
は
、
手
を
し
っ

か
り
洗
う

・�

ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
な
ど
、
調
理

器
具
は
き
れ
い
に
洗
い
、
消
毒
す
る

②
増
や
さ
な
い
（
迅
速
・
冷
却
）

・�

調
理
は
な
る
べ
く
早
く
行
う

・�

作
っ
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
る
よ
う
に
す
る

・�

食
材
に
合
わ
せ
て
、
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど

の
温
度
管
理
を
す
る

③
や
っ
つ
け
る
（
加
熱
・
殺
菌
）

・�

中
心
ま
で
火
を
通
す
（
目
安
は
中
心
温

度
75
℃
以
上
で
1
分
以
上
加
熱
）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
6
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
職
場
や
学
校
、地
域
、家
庭
で
、

一
人
一
人
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２

３
１
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
て
く
れ
て
、
命
を
守
る
大
切

な
機
器
で
す
。

　
設
置
か
ら
約
10
年
が
交
換
の
目
安
と
さ

れ
て
お
り
、
ひ
も
を
引
く
・
ボ
タ
ン
を
押

す
な
ど
し
て
、
定
期
的
に
音
が
鳴
る
か
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

「
通
電
火
災
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
通
電
火
災
は
、
大
き
な
地
震
に
よ
る
停

電
か
ら
電
気
が
復
旧
し
た
と
き
に
起
こ
る

火
災
で
す
。
防
ぐ
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
が
、
避
難
時
は

難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
の
揺
れ
で
自
動
的
に
電

気
を
止
め
る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設

置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
地
震
時
の
火
災

予
防
と
安
全
確
保
の
両
立
に
役
立
ち
ま
す
。

身
近
に
潜
む
危
険
物
の
事
故
に
注
意

　
日
常
生
活
で
は
、
燃
料
や
ア
ル
コ
ー
ル
、

ス
プ
レ
ー
類
な
ど
、
火
が
つ
き
や
す
く
引

火
し
や
す
い
危
険
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
火

の
そ
ば
で
使
わ
な
い
、
風
通
し
の
よ
い
場

所
で
使
う
、
直
射
日
光
や
高
温
の
場
所
に

保
管
し
な
い
な
ど
、
使
用
方
法
や
保
管
場

所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
☎

（
3
９
２
）
２
６
０
１

　
岐
阜
県
で
は
、
若
者
が
県
内
に
定
着
し

て
働
け
る
よ
う
、
奨
学
金
の
返
還
を
支
援

す
る
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
な
ど
で
奨
学
金
を
借
り
た
人
が
、

卒
業
後
に
県
内
の
企
業
へ
正
規
雇
用
さ

れ
、
一
定
期
間
働
い
た
場
合
に
、
県
と
企

業
が
協
力
し
て
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
も
こ
の
制
度
に
協
力
し
、

独
自
に
支
援
額
を
上
乗
せ
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
県
産
業
人
材
課
☎

（
２
７
２
）
１
１
１
１

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
、
あ
な
た
も

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
身
体
障
が
い
児
・
者
と
そ
の
家
族

活
動　
月
例
会
、
県
福
祉
大
会
、
情
報
交

換
等

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

２
）

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

団
体
に
紹
介
し
ま
す

ID
1708

2025.6　広報はしま

こ
れ
か
ら
の
季
節

食
中
毒
に
ご
注
意
を

ID
5660

暮
ら
し
と
火
災
予
防

ID
5649

月
の

お
し
ら
せ

６

ぎ
ふ
若
者
定
着

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、

自
分
ら
し
く

ID
1635

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し

福
祉
団
体
の
会
員
募
集
ID
1831
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身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違

反
す
る
と
、
懲
役
や
罰
金
、
ま
た
は
そ
の

両
方
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
、
投
棄
し
た

人
が
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
た
だ
し
、
私
有
地
や
私
道
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
で
原
因
者
が
特
定
で
き
な
い
場

合
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
が

回
収
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
道
路
や
公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
の
場

所
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
施
設
の

管
理
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
最
終
清
掃

　
建
物
の
解
体
や
下
水
道
へ
の
接
続
に
よ

り
浄
化
槽
を
使
わ
な
く
す
る
際
は
、
必
ず

最
終
清
掃
が
必
要
で
す
。
浄
化
槽
に
残
っ

た
汚
泥
は
「
一
般
廃
棄
物
」
に
あ
た
り
ま

す
。
最
終
清
掃
を
行
わ
ず
に
撤
去
し
た
場

合
、
不
法
投
棄
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
浄
化

槽
を
廃
止
す
る
際
は
、
市
の
許
可
を
受
け

た
業
者
に
依
頼
し
、
必
ず
最
終
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
定
め
、
次
の
内
容
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

①
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

②
飼
い
犬
な
ど
の
フ
ン
放
置
禁
止

③
自
動
販
売
機
に
回
収
容
器
の
設
置

④
所
有
す
る
土
地
の
雑
草
繁
茂
を
防
ぐ
た

め
の
適
切
な
管
理

　

雑
草
が
伸
び
た
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

市
が
「
指
導
・
勧
告
・
命
令
」
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
支
援
策
と
し
て
草
刈
機

の
無
料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬

品
の
特
許
期
間
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
他

の
会
社
が
同
じ
成
分
で
作
る
薬
で
す
。
効

き
目
や
安
全
性
が
先
発
医
薬
品
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
が
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
で
の
試

験
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
国
か
ら
承
認
さ

れ
た
も
の
だ
け
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
開
発
に
か

か
る
費
用
が
少
な
い
た
め
、
薬
の
値
段
が

安
く
、
病
院
や
薬
局
で
支
払
う
お
金
が
少

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
処
方
箋
が
必
要
な
薬
な

の
で
、
希
望
す
る
人
は
診
察
の
と
き
に
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
2

２
６
２
）

受
診
時
は
マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
毎
回
提
示

　

病
気
や
け
が
で
診
療
を
受
け
る
際
は
、

保
険
証
と
連
携
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
を
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
毎
回
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
持
た
ず
に
受
診
す

る
と
、医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
（
自
費
）

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
へ
の
申
し
出
を
忘
れ
ず
に

　
会
社
な
ど
の
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
人
は
、
そ

の
こ
と
を
医
療
機
関
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
新
し
い
資
格
確
認
書
等
が
ま
だ
届
い

て
い
な
く
て
も
、
古
い
羽
島
市
国
保
の
資

格
で
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
２
）

　
市
で
は
、
住
宅
の
敷
地
に
太
陽
光
発
電

設
備
や
蓄
電
池
を
設
置
す
る
人
に
対
し

て
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
設
備

・�

発
電
し
た
電
気
の
30
％
以
上
を
自
分
の

家
で
使
う
も
の

・�

令
和
８
年
１
月
30
日
㈮
ま
で
に
工
事
や

契
約
な
ど
が
終
わ
り
、
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
も
の

申
請
の
受
付
期
限　
12
月
22
日
㈪
ま
で

※
契
約
前
に
申
請
し
、
補
助
金
の
交
付
決

定
を
受
け
て
か
ら
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

　

現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任

期
が
11
月
で
満
了
と
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
地
域
の
自
治
委
員
と
連
携
し
、
次
期

委
員
の
候
補
者
選
び
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
活
動
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
選
任
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

４
）

　

６
月
は
市
県
民
税
、
水
利
地
益
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
６
月
30
日
㈪
で
す
。

税
・
料
の
納
付

ID
1187

　
公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
や
賃
金

の
変
動
に
応
じ
て
、
毎
年
度
見
直
さ
れ
ま

す
。今
年
度
の
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）は
、

物
価
・
賃
金
と
も
に
上
昇
し
た
た
め
、
改

定
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
１
・
９
％
増
額
さ

れ
ま
す
。

　
５
月
末
か
ら
、日
本
年
金
機
構
よ
り「
統

合
通
知
書
（
年
金
額
改
定
通
知
書
と
年
金

振
込
通
知
書
を
ま
と
め
た
も
の
）」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１

　
農
業
者
年
金
は
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
①
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
（
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
人
）、
ま
た

は
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
任

意
加
入
被
保
険
者
が
加
入
で
き
る
、
積
立

方
式
の
年
金
制
度
で
す
。

　
保
険
料
は
月
額
2
万
円
〜
６
万
７
０
０

０
円
の
範
囲
内
（
１
０
０
０
円
単
位
）
で

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
「
受
給
権
者

現
況
届
」
を
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
６
３
２
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
で

は
、
介
護
保
険
の
対
象
外
と
な
る
食
費
や

居
住
費
は
自
己
負
担
が
原
則
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
両
方
の
要
件
を
満
た
す

人
は
、
申
請
に
よ
り
「
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
自
己
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

所
得
要
件　
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

（
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
配
偶
者
〈
事
実

婚
を
含
む
〉
が
非
課
税
で
あ
る
場
合
を
含

み
ま
す
）

資
産
要
件　
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
基
準

額
以
下
で
あ
る
人
（
負
担
段
階
に
よ
り
基

準
が
異
な
り
ま
す
）

　
認
定
証
更
新
の
た
め
の
書
類
は
、
６
月

下
旬
に
郵
送
予
定
で
す
。

　
申
請
時
は
、
更
新
書
類
と
通
帳
な
ど
資

産
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
本
算
定
と
保
険
料
の
納
付

　
介
護
保
険
料
の
年
額
は
、
６
月
に
確
定

す
る
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
を
基
に
決

定
さ
れ
ま
す
（
本
算
定
）。
本
算
定
前
は

仮
算
定
額
で
の
納
付
と
な
り
、
本
算
定
後

に
確
定
し
た
年
額
と
の
差
額
が
各
納
期
に

分
け
て
調
整
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

10
月
・
12
月
・
２
月

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月

　
本
算
定
に
よ
る
納
入
通
知
書
・
納
付
書

は
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

※
被
扶
養
者
な
ど
の
理
由
で
申
告
し
て
い

な
い
人
は
、
所
得
段
階
が
暫
定
的
に
判
定

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
正
確
な
算
定

の
た
め
、
簡
易
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

　
令
和
７
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
６
月

13
日
㈮
に
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
す
。

税
率
な
ど
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も

同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
員
に
被
保
険
者

が
い
る
と
き
は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

（
擬
制
世
帯
主
）
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
税
は
、
世
帯
単
位
で
平
等
割
額
、

被
保
険
者
ご
と
に
所
得
割
額
・
均
等
割
額

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
擬
制
世
帯
主

は
課
税
額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
５
）

　
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
と
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

６
月
11
日
㈬
に
郵
送
し
ま
す
。

�

普
通
徴
収　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
、
年
4
回
に
分
け
て
納
税
し
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収　
日
本
年
金
機
構

な
ど
が
、
公
的
年
金
か
ら
税
額
分
を
天
引

き
し
て
納
め
ま
す
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
６
月
と
８
月

に
普
通
徴
収
で
納
税
し
、
10
月
・
12
月
・

２
月
に
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
税
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
付
書
が
届
い
た
ら
、
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
税
額
決
定
通

知
書
は
、
５
月
中
旬
に
事
業
所
へ
送
付
し

て
い
ま
す
。

事
業
所
へ
の
お
願
い（
特
別
徴
収
を
推
進
）

　
市
で
は
、
給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
を

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
（
給
与
を
支
払
う
人
）
は
、
所

得
税
と
同
じ
よ
う
に
個
人
の
市
県
民
税
も

特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
）

介
護
保
険
制
度

ID
1955
・

1957

市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

税
額
決
定
通
知
書
を
発
送
ID
1251

６
月
５
日
は

環
境
の
日

今月の休日窓口業務 6 月 8 日（日）・22 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11 2025.6　広報はしま 2025.6　広報はしま 10

年
金
額
の
改
定

ID
1289

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

ID
1315

国
保
税
の
納
税
通
知
書

世
帯
主
に
発
送

ID
1360

ID
1797
・

1726
・

1735

ID
1000

市ホームページ【ページ IDから探す】に 4桁の記事 IDを入力して
検索すると、該当のページが確認できます。

医
療
機
関
受
診
の
際
は

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
提
示
ID
1347

農
業
者
年
金
の
活
用
を

ID
2749

民
生
委
員
・
児
童
委
員

候
補
者
選
出
の
お
願
い
ID
6366

太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助 

ID
1749



　
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
か
ら
被
爆
体
験
伝
承
者

を
招
き
、講
演
を
実
施
す
る
ほ
か
、

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
12
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　
●
場
所
＝
不
二
羽

島
文
化
セ
ン
タ
ー　
●
参
加
無
料　

●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人　
●
申

し
込
み
方
法
＝
電
話
も
し
く
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
む　
●
詳

し
く
は
、
福
祉
課

（
内
線
２
５
１
４
）

へ
　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
空
き
家
の
悩
み

を
専
門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
８
日
㈫
、
９
月
９

日
㈫
、
11
月
11
日
㈫
、
令
和
８
年

１
月
13
日
㈫
、
３
月
10
日
㈫
午
後

２
時
～
４
時　
●
定
員
＝
各
日
２

組（
１
組
１
時
間
）　
●
予
約
方
法

＝
市
民
総
合
相
談
室
（
内
線
２
５

３
２
）
へ
電
話
で
予
約　
●
詳
し

く
は
、
生
活
安
全
課
（
内
線
２
１

５
２
）
へ

　
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
を
対
象

に
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
ま
す
。

●
定
員
＝
各
コ
ー
ス
30
人　
●
日

時
＝
７
月
31
日
㈭
、
８
月
１
日
㈮

（
２
日
間
続
け
て
参
加
）
Ａ
コ
ー

ス
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
・

Ｂ
コ
ー
ス
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　
●
場
所
＝
市
民
会
館　
●

持
ち
物
＝
画
用
紙
、
絵
の
具
セ
ッ

ト
、
新
聞
紙
、
雑
巾　
●
参
加
無

料　
●
申
し
込
み
方
法
＝
各
学
校

で
配
布
す
る
申
込
用
紙
を
６
月
27

日
㈮
ま
で
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
提
出（
郵
送・フ
ァ
ク
ス
可
）
※

フ
ァ
ク
ス
番
号
☎（
３
９
１
）０
９

０
６　
●
詳
し
く
は
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
６
３
３
１
）
へ

　
体
幹
を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
７
月
１
日
㈫・８
日
㈫・

15
日
㈫・22
日
㈫・29
日
㈫
、
８
月

５
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26
日
㈫
、
９

月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分　
●
場
所
＝
Ｆ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク　
●

定
員
＝
12
人（
先
着
順
）　
●
持
ち

物
＝
運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、飲
み
物
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト　
●
費

用
＝
①
前
半
コ
ー
ス
（
７
月
１
日

～
29
日
・
５
回
分
）
３
０
０
０
円　

②
後
半
コ
ー
ス
（
８
月
５
日
～
９

月
９
日
・
5
回
分
）
3
0
0
0
円　

③
全
10
回
コ
ー
ス  

5
0
0
0
円

●
申
込
期
限
＝
６
月
27
日
㈮　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
（
３
９
２
）
８

７
０
８
へ

　
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
精
神
科
医
師
に
よ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
＝
精
神
科
の
主
治
医
が
い

な
い
人　
●
日
時
＝
６
月
９
日
㈪

午
後
２
時
～
３
時（
要
予
約
）　
●

場
所
＝
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
●
費

用
＝
無
料　
●
詳
し
く
は
、
岐
阜

保
健
所
☎（
３
８
０
）３
０
０
４
へ

　
①
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当

相
談
員
に
よ
る
金
融
相
談
会
、
②

中
小
企
業
者
・
従
業
員
の
人
向
け

の
司
法
書
士
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

●
日
時
＝
①
毎
月

第
１
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
、
②

毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
＝
羽
島
商

工
会
議
所　
●
詳

し
く
は
、
商
工
会

議
所
☎（
３
９
２
）

９
６
６
４
へ

募

集

①�

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

②
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員

●
人
員
＝
①
３
人
程
度
、
②
１
人

程
度　
●
資
格
＝
市
内
に
１
年
以

上
居
住
し
、
平
日
昼
間
の
会
議
に

参
加
で
き
、
他
の
付
属
機
関
等
の

委
員
・
市
議
会
議
員
・
市
職
員
で

な
い
人　
●
任
期
＝
①
８
月
１
日

～
令
和
９
年
７
月
31
日
、
②
委
嘱

日
～
令
和
８
年
３
月
31
日　
●
報

酬
＝
１
回
の
出
席
に
つ
き
６
０
０

０
円　
●
応
募
期
間
＝
６
月
２
日

～
20
日　
●
詳
し
く
は
、
①
子
育

て
・
健
幸
課
（
内
線
２
５
２
２
）、

②
市
民
協
働
課（
内
線
２
３
１
４
）

へ●
部
門
・
応
募
点
数
＝
①
短
歌
・

３
首
以
内
②
俳
句
・
３
句
以
内
③

川
柳
・
３
句
以
内
④
現
代
詩
・
２

篇
以
内　
●
申
し
込
み
方
法
＝
６

月
19
日
～
7
月
31
日
の
期
間
に
オ

ン
ラ
イ
ン
・
郵
送
・
窓
口
で
申
し

込
む
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
）　
●
応
募

無
料　
●
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
６
１
３
２
）

へ放
課
後
児
童
教
室
支
援
員

●
内
容
＝
放
課
後
児
童
教
室
に
通

う
児
童
へ
の
支
援
と
教
室
運
営
等　

●
資
格
＝
健
康
で
意
欲
が
あ
り
、

週
３
日
程
度
勤
務
可
能
な
人　
●

勤
務
時
間
＝
午
前
７
時
45
分
〜
午

後
７
時
15
分
※
シ
フ
ト
制　
●
期

間
＝
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で　

●
申
し
込
み
方
法
＝
履
歴
書
を
提

出　
●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・
健

幸
課
（
内
線
２
５
２
２
）
へ

国
勢
調
査
事
務
補
助

●
人
員
＝
２
人　
●
内
容
＝
用
品

整
理
・
書
類
審
査
等　
●
期
間
＝

９
月
１
日
～
11
月
28
日　
●
勤
務

時
間
＝
週
20
時
間
未
満　
●
申
込

期
限
＝
６
月
20
日
㈮　
●
詳
し
く

は
、
総
務
課（
内
線
２
３
５
４
）へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
19
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組
（
超
過
し
た
場
合
は
会
員

優
先
）　
●
参
加
料
＝
会
員
無
料
、

非
会
員
５
０
０
円　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

●
日
時
＝
8
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分　
●
定
員
＝
小
学
校
３
～
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
40
人
（
各
日
20

人
ず
つ
）　

●
場
所
＝
不
二
羽
島

文
化
セ
ン
タ
ー　
●
参
加
料
＝
親

子
２
人
１
組
１
０
０
０
円
（
児
童

１
人
追
加
に
つ
き
５
０
０
円
増
）　

●
申
込
期
限
＝
６
月
18
日
㈬　
●

申
し
込
み
方
法
＝
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
む
か
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
来
所
し
申
し
込

む　
●
詳
し
く
は
、

南
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
☎
（
３
９

８
）
２
３
４
５
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
６
月
９
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
糖
尿
病

性
末
梢
神
経
障
害
・
腎
症
」「
梅

雨
～
夏
に
か
け
て
の
食
事
の
注
意

点
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診
療

棟
３
階
講
義
室　
●
参
加
無
料

※
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３

９
３
）
０
１
１
１
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
６
月
５
日
㈭
・
19
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

●
日
時
＝
６
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
６
月
１
日
㈰
・
15
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
６
月
２
日
㈪
・
９
日

㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
、

７
月
７
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
川
辺
弘
一
映
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
後
半　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
黄

金
時
代
展

●
期
間
＝
７
月
21
日
㈪
ま
で

映
画
の
集
い
「
緋
牡
丹
博
徒　

お

命
戴
き
ま
す
」

●
日
時
＝
６
月
14
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
「
光
の

ア
ー
ト
・
万
華
鏡
の
世
界
へ
展
」

●
期
間
＝
６
月
１
日
～
８
月
10
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
14
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
ん
で
作
ろ
う
万
華

鏡
」

●
日
時
＝
８
月
２
日
㈯
午
後
１
時

～
３
時　
●
材
料
費
＝
１
０
０
０

円　
●
定
員
＝
20
人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
立
体
ノ
ー
ト　

立
体
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」

●
日
時
＝
８
月
23
日
㈯
午
後
１
時

～
３
時　
●
材
料
費
＝
立
体
ノ
ー

ト
５
０
０
円
、
立
体
カ
ー
ド
３
０

０
円　
●
定
員
＝
20
人

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
要
申
し
込

み◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
※
マ
イ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
６
月
２
日
㈪
・
９
日

㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
、

７
月
７
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

　
教
科
書
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

く
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
14
日
〜
27
日（
土・

日
除
く
）　

●
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　
●
場
所
＝
市
役
所

3
階　
●
詳
し
く
は
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
６
３
３
１
）
へ
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公
募
委
員

ガイド
  月の６

 

図
書
館

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

市
民
病
院

 

文
芸
祭
の
作
品

♨今月の羽島温泉の休館日　6 月 5 日（木）・16 日（月）・25 日（水）

 

被
爆
体
験
伝
承
者
講
話

 

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

 

親
子
料
理
教
室

 

会
計
年
度
任
用
職
員

 

国
際
交
流
協
会

催

し

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

 

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

おたっしゃ教室
介護予防体操（①）、音楽健康教室（②）を実施します。
申し込み不要ですので、お気軽にご参加ください。
▶小熊コミュニティセンター
① 6 月 10 日（火）　② 6 月 24 日（火）
▶正木コミュニティセンター
① 6 月 16 日（月）　② 6 月 30 日（月）	
▶足近コミュニティセンター
① 7 月 4 日（金）　② 7 月 14 日（月）
他のコミュニティセンターでも実施します。
二次元コードからご確認ください。
時　間　午後１時 30 分～ 3 時
対象者　65 歳以上で市内在住の人
参加費　無料
持ち物　�飲み物、動きやすい服装、上ぐつ（必要な人）
問い合わせ先　市地域包括支援センター	☎（394）2521
	 　　　 市南部地域包括支援センター☎（260）5021

 

教
科
書
展
示
会

 

空
き
家
相
談
会

そ
の
他

司法書士相談会 金融相談会

まちづくり基本条例の
定期見直し

羽島市まちづくり基本条例は、市民
を主体としたまちづくりの実現を図
るため、基本的な考え方・ルールを
まとめたものです。5 年ごとに見直
しをしています。
応募・問い合わせ先
〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55
羽島市役所市民協働課（内線 2313）
✉ kyodo@city.hashima.lg.jp
意見募集期間　6 月 2 日～ 7 月 1 日

市民からの意見募集
パブリックコメント

資料の配布先　ホームページ、担当課、
　　　　　　　各コミュニティセンター

 

金
融
・
司
法
書
士
無
料
相
談



日時　8月 17日（日）
　午前の部　午前 10時～
　午後の部　午後 2時～
入場料　無料（要入場整理券）
※全席自由席
※整理券配布は 6月29日（日）午前9時～

団体予約等の詳細は、
同施設ホームページで
ご確認ください。

			   　　日時　9月 23日（火）
	 	 	 	 　午後 5時～
	 	 	 　　入場料　全席指定席 8,000円
	 　　　　		 　　※当日同額・税込・未就学児入場不可

	 	 	 　　 チケット購入等の詳細
	 	 	 　　 は、同施設ホームペー
	 	 	 　　 ジでご確認ください。

休館日　6月 3日（火)・10日（火)・17日（火)・24日（火)

●相談は無料で、秘密は厳守します。
●場合により中止になることがあります。
●�裁判中や弁護士等に依頼済みの相談は、無料相
談の対象外です。

種別 相談日 時間
行政相談 7月3日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 6月27日、7月9日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 7月7日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 6月 6日・20日 13：00~16：00

人権相談 7月10日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 7月2日・15日 13：00~16：00

空き家相談
（予約制） 7月8日 14：00~16：00

不動産相談
（予約制） 6月18日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 6月25日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 6月17日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）
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自衛官募集

夏休み子ども映画会
「FLY！ /フライ！」

平原綾香 Concert Tour 2024 － 2025 
˜The Swinging Classics ! ˜

自衛官の募集案内等は、自衛隊岐阜地方協力本部ホームページをご確認ください。

公務員合同説明会（個別相談・予約不要・入退場・服装自由）
自衛官、警察官、消防の合同説明会を開催します。
日時　6 月 22 日（日）　午前10時~午後3時30分

募集種目 受験資格 受付期間（必着） 1 次試験期日

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の人

随時 受付時に通知

一般曹候補生 7月1日~9月2日 9月13日~21日
（いずれか 1日）

航空学生
海上自衛隊：18歳以上23歳未満の人
航空自衛隊：18歳以上21歳未満の人
（いずれも高卒または高専 3年次修了者（見込み含む））

7月1日~8月29日 9月20日（土）

防衛大学校学生（一般）
18歳以上21歳未満の人
（いずれも高卒または高専 3年次修了者（見込み含む））

7月1日~10月16日 11月1日（土）
防
衛
医
科
大

医学科学生 7月1日~10月8日 10月25日（土）

看護学科学生 7月1日~10月3日 10月18日（土）

場所　羽島市民会館（第 1ロッカー室）
問い合わせ先　自衛隊岐阜地方協力本部岐阜募集案内所☎（383）5118

©2023 Universal Studios. All Rights Reserved.

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
、
２
０
２
４
年
10
月

１
日
現
在
の
推
計
人
口
は
１
億
２
３
８
０
万

２
０
０
０
人
で
、
前
年
に
比
べ
て
55
万
人
減

少
。
外
国
人
を
除
い
た
日
本
の
人
口
は
、
比

較
可
能
な
１
９
５
０
年
以
降
で
最
大
の
落
ち

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク

に
、
２
０
１
１
年
以
降
は
毎
年
減
り
続
け
て

い
ま
す
。
47
都
道
府
県
の
う
ち
、
今
回
の
発

表
で
人
口
が
増
加
し
た
の
は
東
京
都
と
埼
玉

県
の
み
で
し
た
。

　
人
口
減
少
下
に
お
い
て
、
全
国
の
主
要
道

路
の
う
ち
７
割
の
区
間
は
通
行
量
が
減
少
し

ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
各
地
で
道
路
建
設
は

続
い
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
以
降
、
全
国

の
道
路
延
長
は
約
２
万
㎞
延
び
、
１
２
３
万

㎞
に
達
し
ま
し
た
。

　
高
速
道
路
や
国
道
等
の
主
要
道
路
は
、
19

万
㎞
あ
り
ま
す
。
そ
の
24
時
間
交
通
量
を
、

２
０
１
０
年
と
21
年
で
比
較
す
る
と
、
９
万

２
０
０
０
区
間
の
う
ち
６
万
３
０
０
０
区
間

で
通
行
量
が
減
少
。
３
割
以
上
の
交
通
量
が

減
っ
た
区
間
が
、
１
万
２
０
０
０
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　
道
路
が
で
き
れ
ば
、
利
便
性
は
向
上
し
ま

す
。
し
か
し
、
優
先
す
べ
き
は
、
既
設
道
路

の
長
寿
命
化
で
あ
る
べ
き
で
す
。
限
ら
れ
た

財
源
を
活
か
す
た
め
に
は
、
実
情
に
即
し
た

合
理
性
あ
る
投
資
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。

　
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
高
速
道
路
は
４
車

線
以
上
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
時
に
お
い
て
も
、
車
線
が
多
け
れ
ば
通

行
止
め
の
リ
ス
ク
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。
わ

が
国
で
は
、
高
速
道
路
整
備
の
促
進
を
図
る

た
め
、
暫
定
２
車
線
で
併
用
開
始
さ
せ
、
そ

の
後
４
車
線
化
を
進
め
て
い
る
過
程
に
あ
り

ま
す
。
全
国
１
８
０
０
㎞
あ
る
有
料
道
路
の

う
ち
、
４
５
０
㎞
で
４
車
線
化
が
事
業
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
拡
幅
に
か
か
る
事
業
コ
ス
ト
は
、
１
㎞
あ

た
り
50
億
円
と
想
定
。
２
０
１
８
年
度
以
降

に
予
定
さ
れ
て
い
る
61
区
間
だ
け
で
も
、
２

兆
２
３
０
０
億
円
の
建
設
費
が
か
か
り
ま

す
。
建
設
費
は
起
債
で
賄
い
、
料
金
収
入
で

の
返
済
と
な
り
ま
す
。

　
国
は
低
利
財
政
融
資
に
よ
り
、
高
速
道
路

会
社
の
負
担
軽
減
を
図
る
予
定
で
す
。
し
か

し
、
前
述
し
た
人
口
減
少
に
伴
う
利
用
者
減

少
が
続
け
ば
、
償
還
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
高
速
道
路
の
無
料
化
は
、
先
送

り
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
の
法
改

正
で
は
、無
料
化
を
最
長
２
１
１
５
年
ま
で
、

50
年
も
延
長
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
料
金
無
料
化
は
ほ
ご
に

さ
れ
、
４
車
線
化
の
推
進
で
さ
ら
な
る
不
合

理
な
投
資
が
続
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
４

車
線
化
に
手
を
つ
け
て
い
な
い
有
料
道
路

は
、
１
３
０
０
㎞
以
上
も
残
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
国
と
地
方
の
道
路
維
持
管
理
費
は
、
２
０

２
２
年
度
に
お
い
て
３
兆
円
。
10
年
前
の
２

倍
近
く
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
新
規
道
路
建

設
費
の
３
兆
２
千
億
円
に
匹
敵
す
る
巨
額
で

す
。
人
口
減
少
社
会
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
く

と
予
測
さ
れ
る
な
か
、
便
利
さ
の
追
求
に
こ

だ
わ
る
の
か
、
将
来
負
担
を
シ
ビ
ア
に
と
ら

え
る
の
か
、適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

第
123
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

減
り
ゆ
く
人
口　

道
路
整
備
再
考
を



父：髙橋光司さん　母：エクセルフェイさん〔正木町〕

（
１
歳
５
カ
月
）

椿つ
ば
き月

ち
ゃ
ん

行事名【対象者】 期日等 受付時間 予約・詳細

乳幼児相談
【乳幼児】

6月 11日（水)・
24日（火)

9：00～
11：30

相談のある人は
問い合わせ先へ
電話で申し込む

離乳食教室（初中期）
【5カ月前後の児】 6月 17日（火) 9：45～

10：00

健康相談 随時 9：00～
16：00 －

精神保健
こころの相談 6月 23日（月) 13：30～

15：30

胃・肺・
大腸がん検診
【40歳以上】

7月 2日（水） 
・22日（火）

9：00～
11：45

乳がん・
大腸がん検診

【40歳以上の女性】

6月16日（月)
・27日（金)、
7月 18日（金)
※ 6月は午前のみ

午前の部
9：10～
11：30
午後の部
13：10～
15：30

医
療
機
関
委
託

胃がん検診
【50歳以上】

令和 8年
2月 28日(土)まで

実施医療機関
の診療時間内
です。詳細は
二次元コード
からご確認く
ださい。

大腸がん検診
【40歳以上】

子宮頸がん・
体がん検診

【20歳以上の女性】

（
０
歳
８
カ
月
）

 

大や
ま
と和

く
ん

期日 医療機関（医科・歯科・薬局 )

6月 1日
（日）

青山内科（竹鼻町）
☎（392）3821

かんばら歯科医院（福寿町）
☎（394）0880

（有）ホープ薬局（竹鼻町）
☎（394）0151

6 月 8日
（日)

浅野内科こどもクリニック（福寿町）
☎（393）2811

近藤歯科医院（桑原町）
☎（398）2700
いるか薬局（福寿町）
☎（394）1227

6 月 15日
（日)

あさこうクリニック（福寿町）
☎（391）1133

里村歯科医院（小熊町）
☎（392）6146

かわむら薬局（福寿町）
☎（393）3911

6 月 22日
（日)

あまきクリニック（竹鼻町）
☎（394）1278

おかだ歯科クリニック（桑原町）
☎（398）3188

6 月 29日
（日)

羽島皮膚科・内科（竹鼻町）
☎（392）1226
タカダ歯科（竹鼻町）
☎（394）1135

竹鼻調剤薬局（竹鼻町）
☎（391）9500

7 月 6日
（日)

いのうえ小児科クリニック（竹鼻町）
☎（392）8808

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

しょうなん調剤薬局羽島店（竹鼻町）
☎（394）6171

父：鵜飼友和さん　母：里江さん　〔桑原町〕

休日急病診療 診療時間
午前9時～午後2時

■人口 66,260 人（－ 251）・男 32,707 人・女 33,553 人
■世帯数 28,432 世帯（＋ 325） 令和 7年 5月 1日現在
※（　）は前年同月との比較
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※市内に住民登録がある人が対象で、事前に予約が必要です。
※�生活保護世帯の人はがん検診費用が無料のため、検診を受ける前に子育て・

健幸課へご連絡ください。
※�胃内視鏡検査による胃がん検診、乳がん検診、子宮がん検診は、令和 6 年

度に受診していない人が対象です。また、令和 6 年度に胃内視鏡検査を受
けた人は、令和 7 年度の市の胃がん検診は受けられません。

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー6月

母子健康手帳の交付

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交
付を受けましょう。原則金曜日予約制となりますので
必ず事前にご連絡ください。（所要時間 1時間程度）
予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

※必ずマイナ保険証か資格確認書を持参してください。
※�事前に当番医に電話の上、受診してください。症状
により対応できない場合があります。対応できない
場合や時間外は羽島市民病院☎（393）0111 の救
急外来等に事前に電話の上、受診してください。そ
の際は選定療養費が別途必要になる場合があります。
「ぎふ救急ネット」にて受診可能な医療機関も検索で
きます。

※�薬局は、休日当番医療機関が院外処方の場合に記載
しています。


